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1 はじめに

計算資源を共有する試みは分散コンピュー

ティング分野では以前から行われており，代表

的なものとしてグリッドコンピューティングや

ボランティアコンピューティングを挙げること

ができる．グリッドコンピューティングは広域

なネットワーク上の計算資源を 1つにまとめあ

げ，膨大なデータ保存や計算処理を行うことを

目的としている．ボランティアコンピューティ

ングは計算資源を 1つにまとめる点は共通であ

るが，遊休資源を研究目的のプロジェクトに対

して提供することが目的という点で異なる．

一方，これらの分散コンピューティング手法

は汎用性が低いため，その恩恵を個人や組織は

受けられていないという問題がある．近年，端

末の低価格化や IoT 化で個人や組織の持つ総

合的な計算資源は増加している．しかし，その

計算資源の殆どは端末内で利用するデータに対

して使われており，最大限にリソースを活用で

きていない状況にある．我々は個人や個人間，

組織が計算資源共有の恩恵を受けられるシステ

ム（以下 Ourtree）の開発を行っている．本稿

ではプロトタイプを用いてシステムのタスク処

理性能評価を行う．

2 Ourtreeのシステム概要

Ourtreeは異なる端末のストレージ資源を含

む計算資源を貸借可能なミドルウェアシステム

である．資源の貸借は独自形式で記述されたタ
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スクによって行われ，汎用性の高い処理を実行

可能としている．ここでの汎用性の高い処理と

は，分散することで処理時間や負荷低減を実現

できる幅広い種類の処理と定義している．タス

クに記述可能な処理の粒度は，頻度と必要とな

る柔軟性で決定される．定型で利用される処理

はまとまった単位，分岐のような柔軟性を提供

する処理については単一の単位で提供する．

3 既存システムとの比較

3.1 ボランティアコンピューティング

BOINC[1]のようなボランティアコンピュー

ティング及びグリッドコンピューティングの既

存システムとの違いは 2つあり，ユーザが計算

資源の貸借の両方を行うことが可能な点と汎用

性の高い処理を前提としている点である．多く

の既存システムは設計思想として処理を要求す

る側と資源を提供する側に分かれることを想定

しており，資源提供者は資源共有自体の恩恵を

受けることはできていない．処理の汎用性とい

う面ではプロジェクト単位で様々な処理が対象

となっているが，個別では特定の計算処理に特

化したものが多い．

3.2 分散処理基盤

分散した端末の計算資源を利用可能な既存シ

ステムには Hadoop[2] のような分散処理基盤

がある．本研究と分散処理基盤との違いは上述

した汎用性と前提としている計算資源の信頼度

である．分散処理基盤では計算資源は管理され

た区域内で提供されることを前提としており，

信頼性が高い資源の利用を前提としている．一

方で本システムは個人間や組織間での利用も想

Copyright     2021 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.1-67

5H-02

情報処理学会第83回全国大会



Ourtree
Ourtree Task API

OS

Application

Ourtree
Node

Ourtree
Node

Ourtree
Node

Ourtree Task Processing Group Network

(Ourtree Node)

図 1 タスク実行グループのノード

定しており，信頼性の低い資源が含まれている

可能性も考慮する．

4 システム構成

Ourtreeはタスク処理のためのグループを作

成するネットワーク管理モジュールとタスク

の実行の可否を決定しタスクの実行を行うタ

スク実行モジュールによって構成される．ネッ

トワーク管理モジュールの役割は P2P 通信に

よるノード間での端末情報の交換とそれらの情

報に基づいたオーバーレイグループネットワー

クを構成することである [図 1]．タスク実行モ

ジュールは他ノードからのタスク実行リクエス

トを受け，自らの端末状態に基づいて実行をす

るか否かを決定する．実行する場合にはタスク

実行リクエストの送信元と通信を行い，必要な

データを受け取った後に実行する．この際，タ

スク依頼側のグループネットワークはネット

ワーク管理モジュールを介してタスク実行に適

した形に構成される．実行しない場合にはノー

ドリストの中からランダムにノードを選びリク

エストを受け流しタスクリレーを行う．

4.1 プロトタイプの開発

本稿ではプロトタイプを開発し本システムの

開発にあたって前提となる処理分散の性能を確

認する．具体的にはある計算タスクを用意しシ

ステム上で実行することで，負荷分散と処理時

間短縮が実現可能であると示すことである．計

算タスクはグラフィックス分野の 3 次元空間

の面とレイの交差判定処理を模したもの作成し

た．Ourtreeとプロトタイプではタスク処理の
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図 2 ノード数毎の処理時間とオーバヘッド時間

境界が異なっており，Ourtree は API に対し

てタスク要求を行う明確な境界を持つ設計とし

ているが，プロトタイプではOurtreeの機能が

アプリケーションに含まれている．

5 実験結果と考察

タスク処理性能を確かめるためプロトタイプ

を用いて実験を行った．実験ではノード数を増

加させた際の処理時間を取得した [図 2]．ノー

ド数が 2の場合はノード数が 1の場合と比較し

て 4%程度のオーバヘッドがあり，ノード数の

増加と共に微増した．結果から適切なグループ

サイズはリアルタイム性が求められる処理の場

合には高性能な少ないノード数，処理量が大き

くリアルタイム性が求められない処理の場合に

は多いノード数になると考えられる．

6 おわりに

本稿では計算資源の貸借を実現する Ourtree

のプロトタイプを作成し性能を評価した．プロ

トタイプ実験の結果では単一端末での処理性

能と比べてシステム上での処理性能が高いこと

が確認された．今後はシステムの実用化に向け

タスク実行の汎用性を高めるとともにセキュリ

ティの改善とシステム最適化が必要である．
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